
Ⅲ　施　　設

１．水道施設一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（令和4年3月末現在）

施設 浄 水 場

区分

 豊平川表流水  豊平峡ダム  豊平川表流水  琴似発寒川表流水  星置川・滝の沢川表流水

水 163,000 520,000 2,000 16,200 6,000

源  定山渓ダム  豊平峡ダム

320,000 8,000

 藻岩取水場自然流下  定山渓取水場  発寒川取水場  宮町取水場

  (91,000m3/日)  ポンプ導水  ポンプ導水  ポンプ導水

浄

水

施

設

配

水 高

区
施

施

設
設

 実績　※2

（m3/日）
93,970(7/19) 521,280(7/19) 4,920(7/21) 1,920(3/8) 4,900(12/31) 578,560(7/19)

※1 （　）内は、予備池で内数。
※2　藻岩、西野、宮町浄水場はバックアップ送水を含む。

9,383

1日最大配水量
 (   ):実績月日

6,160

配水能力
 計画

（m3/日）
155,000 650,000 9,000 15,600 5,600 835,200

ポンプ井

容量（m3)
560 5,600 ― ― ―

ポ
ン
プ
場

39

ポンプ井数 4 18 ― ― ― 22

7,050 - 106,890

箇所数 10 23 2 4 ―

- 36

池数 15 55 2 7 - 79
配
水
池

箇所数 8 24 1 3

総容量

（m3)
7,730 90,270 1,840

自然流下
配水池

箇所数 1 3 1 1 1 7

26

総容量

（m3)
60,100 252,416 5,500 7,900 4,000 329,916

池数 6 10 4 4 2

送
水
施
設

送水管延長（ｍ） 520 61,960 153 16

9

総容量

（m3)
― 73,900 ― ― ― 73,900

40 62,689

160 150

浄水池
池数 ― 9 ― ― ―

ろ過池

計画最大
ろ速 (m/日)

180 180 160

総面積
（㎡）

1,044 4,370 78 120 60 5,672

池数 ※１ 12(2) 40(6) 5(2) 6(1)

総容量

（m3)
8,140 32,960 514 520 262 42,396

3(1) 66(11)

726

沈澱池
池数 6 24 3 4

2 39

総容量

（m3)
2,280 17,134 267 287 146 20,114

ﾌ ﾛ ｯ ｸ
形成池

池数 6 24 3

― 10,000

4

2 39

混和池
池数 2 2 1 1 1 7

総容量

（m3)
280 381 22 25 18

原   水
調整池

池数 ― ― 2

導水管延長（ｍ) 455 1,395 2,849 110 14,192

― ― 2

総容量

（m3)
― ― 10,000 ―

取水場及び導水方式
 山鼻取水場ポンプ導

水 (72,000m3/日)
 白川取水場自然流
下及びポンプ導水

1 6

総容量

（m3)
― 9,000 ― 170 58 9,228

施 設 等

ダム使用権 及び 水利権

（m3／日）
1,035,200

取
 

水
 
・
 

導
 

水
 

施
 

設

計画取水量（m3／日） 163,000 840,000 10,000 16,200 6,000

 　　藻　　　岩  　　白　　　川   　定　山　渓    　西  　  野  　　宮　　町 合　　計

沈砂池
池数 ― 3 ― 2

1,035,200

 簾舞注水口
自然流下
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　　３－２　石狩西部広域水道企業団

(1)  石狩西部広域水道企業団水道事業ビジョン（平成30年3月策定）

　１　計画の目標

　　　　石狩西部地域における計画的な事業の実施や水道事業経営の健全性の確保等を行い、安全で安心

　　　な水道用水を将来にわたって安定して供給することを目標とする。

　２　計画期間

　　　　平成30年度（2018年度）から概ね10年間とする。

　３　区　域

　　　　札幌市、石狩市（旧厚田村及び旧浜益村を除く。以下同じ。）、当別町の全域並びに小樽市の一

　４　需要水量と供給の見通し

　　　　令和17年度のこの区域の給水人口は約1,963,790人、需要水量は１日最大約77,800㎥を見込む。

　　　　このうち、新たな水源を必要とする水量は１日最大85,500㎥であり、これをダムによる水源開発

　　　及び区域内河川の有効利用等により供給する。

　５　施設整備

　　　　当別ダムを水源とし、札幌市、小樽市、石狩市及び当別町に水道用水を供給するため、石狩西部

　　　広域水道企業団による水道施設整備を行う。

(2)  石狩西部広域水道企業団の概要（平成19年度事業再評価後）

　１　設立時期

　　　　平成４年３月（自治許第36号）

　２　構成団体

　　　　北海道、札幌市、小樽市、石狩市及び当別町

　３  主要事業

 ・当別ダム建設（水道水源開発施設整備）事業

　　　当別ダムは、北海道が建設主体となって整備を進めてきた多目的ダム（治水、かんがい、利水）

  　であり、平成24年度に完成した。石狩西部広域水道企業団は利水者として当別ダム建設事業に参画

  　した。なお、企業団の負担分は平成20年度「当別ダム建設工事に関する変更基本協定書」により、

  　全体事業費の28.8％である（平成21年度より実施）。

 ・水道広域化施設整備事業

　  　当別ダムから取水した原水を浄水処理し各構成団体（札幌市、小樽市、石狩市、当別町）へ送水

 　 するために必要な施設整備を、企業団が建設主体となって進めている。

　　　なお、平成24年度に第１期創設事業を完了しており、送水管延長は43.3km、導水管延長は 1.1㎞

　　である。残りの10.5kmは札幌市が受水開始する令和7年度までに施工の予定である。

(注) 整備事業は企業団からの受水時期の違いから、第Ⅰ期創設事業と第Ⅱ期創設事業に区分されている。

主としてH25年から受水する小樽市、石狩市、当別町の給水を確保するための

送水管、浄水場等の施設整備

R7年から受水する札幌市への供給を含めた最終的な施設整備

 【札幌市送水管（石狩花川～宮の沢西部配水池）とⅡ期浄水場等の増設】

第Ⅰ期創設事業：

第Ⅱ期創設事業：

項　　目

計 画 取 水 量

計 画 目 標 年 度

供 給 開 始 年 度

計 画 １ 日 最 大 給 水 量

札 幌 市 分

小 樽 市 分

―

6,800㎥/日

―

―

令和7年度

令和7年度

平成25年度

―

―

―

令和7年度

44,000㎥/日

1,500㎥/日

16,800㎥/日

令和７年度

令和17年度

―

―

(最大受水年度)

― ―

―

―

―

(受水開始年度) (最大受水量)

―

―

―

―

平成25年度

平成25年度

―

石 狩 市 分

当 別 町 分

導 水 管 延 長

送 水 管 延 長

16,800㎥/日

6,800㎥/日

1.1㎞

53.8㎞

　　　部（石狩湾新港地域）

44,000㎥/日

1,400㎥/日

計画内容

85,500㎥/日

令和17年度

平成25年度

69,000㎥/日

Cemented Sand and Gravel
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　　３－２　石狩西部広域水道企業団

(1)  石狩西部広域水道企業団水道事業ビジョン（平成30年3月策定）

　１　計画の目標

　　　　石狩西部地域における計画的な事業の実施や水道事業経営の健全性の確保等を行い、安全で安心

　　　な水道用水を将来にわたって安定して供給することを目標とする。

　２　計画期間

　　　　平成30年度（2018年度）から概ね10年間とする。

　３　区　域

　　　　札幌市、石狩市（旧厚田村及び旧浜益村を除く。以下同じ。）、当別町の全域並びに小樽市の一

　４　需要水量と供給の見通し

　　　　令和17年度のこの区域の給水人口は約1,963,790人、需要水量は１日最大約77,800㎥を見込む。

　　　　このうち、新たな水源を必要とする水量は１日最大85,500㎥であり、これをダムによる水源開発

　　　及び区域内河川の有効利用等により供給する。

　５　施設整備

　　　　当別ダムを水源とし、札幌市、小樽市、石狩市及び当別町に水道用水を供給するため、石狩西部

　　　広域水道企業団による水道施設整備を行う。

(2)  石狩西部広域水道企業団の概要（平成19年度事業再評価後）

　１　設立時期

　　　　平成４年３月（自治許第36号）

　２　構成団体

　　　　北海道、札幌市、小樽市、石狩市及び当別町

　３  主要事業

 ・当別ダム建設（水道水源開発施設整備）事業

　　　当別ダムは、北海道が建設主体となって整備を進めてきた多目的ダム（治水、かんがい、利水）

  　であり、平成24年度に完成した。石狩西部広域水道企業団は利水者として当別ダム建設事業に参画

  　した。なお、企業団の負担分は平成20年度「当別ダム建設工事に関する変更基本協定書」により、

  　全体事業費の28.8％である（平成21年度より実施）。

 ・水道広域化施設整備事業

　  　当別ダムから取水した原水を浄水処理し各構成団体（札幌市、小樽市、石狩市、当別町）へ送水

 　 するために必要な施設整備を、企業団が建設主体となって進めている。

　　　なお、平成24年度に第１期創設事業を完了しており、送水管延長は43.3km、導水管延長は 1.1㎞

　　である。残りの10.5kmは札幌市が受水開始する令和7年度までに施工の予定である。

(注) 整備事業は企業団からの受水時期の違いから、第Ⅰ期創設事業と第Ⅱ期創設事業に区分されている。

主としてH25年から受水する小樽市、石狩市、当別町の給水を確保するための

送水管、浄水場等の施設整備

R7年から受水する札幌市への供給を含めた最終的な施設整備

 【札幌市送水管（石狩花川～宮の沢西部配水池）とⅡ期浄水場等の増設】

第Ⅰ期創設事業：

第Ⅱ期創設事業：

項　　目

計 画 取 水 量

計 画 目 標 年 度

供 給 開 始 年 度

計 画 １ 日 最 大 給 水 量

札 幌 市 分

小 樽 市 分

―

6,800㎥/日

―

―

令和7年度

令和7年度

平成25年度

―

―

―

令和7年度

44,000㎥/日

1,500㎥/日

16,800㎥/日

令和７年度

令和17年度

―

―

(最大受水年度)

― ―

―

―

―

(受水開始年度) (最大受水量)

―

―

―

―

平成25年度

平成25年度

―

石 狩 市 分

当 別 町 分

導 水 管 延 長

送 水 管 延 長

16,800㎥/日

6,800㎥/日

1.1㎞

53.8㎞

　　　部（石狩湾新港地域）

44,000㎥/日

1,400㎥/日

計画内容

85,500㎥/日

令和17年度

平成25年度

69,000㎥/日
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（3）総事業費及び財源内訳

(単位：百万円)

当別ダム建設事業費

水道広域化施設整備事業費 b

企業団事業費 a+b

(注)1. 企業団負担分＝当別ダム建設事業費×企業団負担割合（28.8%)

　　2. 当別ダム建設事業費の実績額は、平成24年度にダム建設が完了したことを受け、建設主体である北海道から石狩

　　　 西部広域水道企業団に最終的な金額として示されたものである。

　　3. 当別ダム建設事業費の実績額には、昭和45～54年度までの予備調査94,495千円を含まないが、昭和55～平成３年

　　 　度までの実施設計費用分を含んでいる。

　　4．当別ダム建設事業費のうち企業団負担分には、ダムの再設計に伴う負担額を含まない。

　　　 

（4）構成団体別費用負担割合（アロケーション）

 ・ 平成４～13年度 （単位　％）

 ・ 平成14～23年度 （単位　％）

20.85 4.99 100.00 

負　担　金 20.00 

100.00 

100.00 

出　資　金
（広域化施設）

20.00 50.08 4.08 

9.01 

50.58 3.71 19.99 5.72 

出　資　金
（水源開発）

20.00 47.78 3.10 20.11 

2.79 100.00 

出　資　金
（広域化施設）

20.00 

団 体 別
区 分 あ

北海道 札幌市 小樽市 石狩市 当別町 計

負　担　金 20.00 60.13 2.67 14.41 

76.2%

59.91 2.90 14.61 2.58 

計

60.65 2.14 13.96 

100.00 

3.25 100.00 

当別町

出　資　金
（水源開発）

20.00 

80,800

41,857

61,545

61,112

団 体 別
区 分 あ

北海道 札幌市 小樽市 石狩市

19,689

100.0%

68.5%

100.0%

実 績 額
進捗率

Ｈ４～Ｒ３

68,279

うち企業団負担分
(水道水源開発施設整備事業費)

a 19,689

計 画 額
Ｈ４～Ｒ６

68,400

企 業 団 事 業 費

１ ： １ ： １３ ： ２ ：1

治水・かんがい負担分(71.2%)

当別ダム建設事業 水道広域化施設整備事業

企業団負担分
(28.8%)

国 庫
補助金

出
資
金

企
業
債

国庫補助金 出資金 企業債

負
担
金
等
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（3）総事業費及び財源内訳

(単位：百万円)

当別ダム建設事業費

水道広域化施設整備事業費 b

企業団事業費 a+b

(注)1. 企業団負担分＝当別ダム建設事業費×企業団負担割合（28.8%)

　　2. 当別ダム建設事業費の実績額は、平成24年度にダム建設が完了したことを受け、建設主体である北海道から石狩

　　　 西部広域水道企業団に最終的な金額として示されたものである。

　　3. 当別ダム建設事業費の実績額には、昭和45～54年度までの予備調査94,495千円を含まないが、昭和55～平成３年

　　 　度までの実施設計費用分を含んでいる。

　　4．当別ダム建設事業費のうち企業団負担分には、ダムの再設計に伴う負担額を含まない。

　　　 

（4）構成団体別費用負担割合（アロケーション）

 ・ 平成４～13年度 （単位　％）

 ・ 平成14～23年度 （単位　％）

20.85 4.99 100.00 

負　担　金 20.00 

100.00 

100.00 

出　資　金
（広域化施設）

20.00 50.08 4.08 

9.01 

50.58 3.71 19.99 5.72 

出　資　金
（水源開発）

20.00 47.78 3.10 20.11 

2.79 100.00 

出　資　金
（広域化施設）

20.00 

団 体 別
区 分 あ

北海道 札幌市 小樽市 石狩市 当別町 計

負　担　金 20.00 60.13 2.67 14.41 

76.2%

59.91 2.90 14.61 2.58 

計

60.65 2.14 13.96 

100.00 

3.25 100.00 

当別町

出　資　金
（水源開発）

20.00 

80,800

41,857

61,545

61,112

団 体 別
区 分 あ

北海道 札幌市 小樽市 石狩市

19,689

100.0%

68.5%

100.0%

実 績 額
進捗率

Ｈ４～Ｒ３

68,279

うち企業団負担分
(水道水源開発施設整備事業費)

a 19,689

計 画 額
Ｈ４～Ｒ６

68,400

企 業 団 事 業 費

１ ： １ ： １３ ： ２ ：1

治水・かんがい負担分(71.2%)

当別ダム建設事業 水道広域化施設整備事業

企業団負担分
(28.8%)

国 庫
補助金

出
資
金

企
業
債

国庫補助金 出資金 企業債

負
担
金
等
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H W L 322.78 
L W L 319.78

0.3 103 2 

V 2,180
H W L 235.00 
L W L 232.00 R

R

R

R

EL  130 170 

EL  110 130 

EL  210 276 

EL  170 210 

EL  240 270 
EL  210 240 
EL  210 240 
EL  160 210 

EL  100 140 
EL   90 130 

  EL  210 250 

EL  170 210 

EL  130 170 

EL  130 170 

EL  130 170 

EL   80 130 
30 22 EL   45  55 

31
EL   55  90 
EL  130 170 

EL   90 130 

R

2.98 89 3
1.375 118 3

R
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（

）

（

）

（

）

V 96,260
H W L 83.90 
L W L 79.20

（

）

（

）

R

（

）

（

）

4.5 116 4 

0.938 58 3 

（

）

V 4,010
H W L 201.00 
L W L 196.00 V 1,900

H W L 245.00 
L W L 242.00

0.2 35 2 

（

）

0.17 80 2 V 220
H W L 259.00

V 2,870
H W L 143.00 
L W L 140.50 

0.2 100 2 

R

[
]

（

）

45

[
]

V 9,760
H W L 116.50 
L W L 112.50

R

R

（

）

（

）

[
]

[
]

EL  220 295

EL  180 220

EL  135 180

EL  155 175

EL  205 235
EL  170 205 
EL  220 275

EL  140 155
EL  105 140

    EL    60 105

EL    45  80
                    EL    35  45

JR

17 16 13

JR

EL  45

R

[
]
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（

）

3.3 75 3

0.28 57 3 

V 60,100
H W L 73.25 
L W L 68.00

5.6 60 3 

V 4,740
H W L 124.00 
L W L 120.00

V 5,980
H W L 104.50 
L W L 100.50

V 60,070
H W L 87.00 
L W L 81.00

0.66 31 3

V 750
H W L 130.00
L W L

V 2,740
H W L 95.00（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

( )

V 96,090
H W L 84.00 
L W L 79.00 2.3 69 3 

V 4,560
H W L 136.50 
L W L 132.50

 2.71 105 4 
1.4 90 3

（

）

R

（

）2

（

）

[
]

V 11,830
H W L 115.00 
L W L 111.00 V 6,130

H W L 91.35 
L W L 87.35 

84.35

EL  100 145 

EL 60  80 
EL   40  60 

EL   70 100 
 EL   40  70 

EL   50  55 

EL   60  80 

EL   50  75 

EL   70 100 

 EL  60 100 

EL   70 100 

EL   30  70 
EL   15  30 

13 13

[
]

V 9,130
H W L 170.00 
L W L 166.804.1 75 4 

[
]

4.1 75 3 
R

R

（

）

R

R

（

）

1

R

EL 80 110

（

）

R
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Q 16,200 /d 
2.82 120 4

V 7,900
H W L 130.90 
L W L 127.40

Q 15,600 /d 2.73 66 3 

V 3,420
H W L 163.50 
L W L 160.30 0.7 50 3 

V 780
H W L 198.00 
L W L 194.00

V 1,840
H W L 248.00 
L W L 243.00

0.27 75 2 

2.71 105 4 
1.4 90 3

V 60,070
H W L  87.00 
L W L 81.00

V 2,850
H W L 118.96 
L W L 115.16

EL  200 
EL  140 160 
EL   80 90 
EL    90 140 

EL  135 155 

EL   70 100 

EL   50  80 
EL   30  50 

R

R

R

( ) 

( ) 

V 4,000
H W L 100.95 
L W L 96.95

Q 5,600 /d 

Q 6,000 /d 
2.1 23 2 
1.05 23 2 

1.99 112 3 
1.99 112 2

( )

( )

V 5,500
H W L 330.48 
L W L 327.53

Q 9,000 /d 

Q 10,000 /d 
2.30 48 3 
1.16 48 2

0.22 147 3 

R

R

R

R

0.095 23 2 

( 2 ) 

( ) 

EL 30  80 
EL 10  50 

EL    5  50 

EL  320 350 

EL  250 300 
              EL  210 240 
              EL  180 210 

EL  220 270 
EL  300 359 
EL  242 299 
EL  175 220 
EL  160 210 

R

0.07 65 2 

R R

R
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　　　エ　導水管路

藻岩導水管

山鼻導水管

※ ＤＳＰ Ｓ型ダクタイル鋳鉄管　
ＤＫＰ Ｋ型ダクタイル鋳鉄管　
ＤＮＳＰ ＮＳ型ダクタイル鋳鉄管　
ＤＰＮＰ ＰＮ型ダクタイル鋳鉄管　

　（４）浄水施設　

　　　ア　着水井（減勢槽、流入渠、流出渠含む）、混和池（原水渠除く）　

　　　イ　活性炭接触池　

　　　ウ　フロック形成池（原水渠除く）　

　　　エ　沈 で ん 池　

　　　オ　ろ　過　池　 （注）池数の（　）内は予備で内数

第２導水管
φ900ルート

重複部
（旧段渠～博善社前）
STPWφ900～507ｍ

2

池　　　数

第１導水管
φ700ルート 旧段渠部分

STPWφ700×2条
～99ｍ、91ｍ

291ｍ

418ｍ計

φ900 φ700

2,761ｍ

ＤＰＮＰ

246ｍＤＳＰ

ＤＮＳＰ

着　　水　　井 混　　　　　　　　　　　和　　　　　　　　　　　池

総 容 量

ろ過種別 長　さ池　数
令和3年度　ろ過速度

（日平均）

ｍ
年平均

池　　　数 総 容 量

池　 ｍ ｍ ｍ／日ｍ ｍ／日

沈　降　傾　斜　管

容　　　　　　量

6
 Ⅰ　29.3ｍ

4.825 ｍ
 Ⅰ　1,360 ㎥

幅

9.15 ｍ
 Ⅱ　1,350 ㎥

塩化ビニル製　　　ピ ッ チ  5 0 m m　   傾 斜 角  6 0 °

 ホイラー式
重力開放型
急速ろ過

1.10

（8池）

10.8

10.6

2.69

㎡ ｍ／日

106.112(2)

㎥／日

（4池）

 Ⅱ　29.2ｍ
8,140　㎥

総 容 量 池　　　数
幅

１　　　池　　　に　　　つ　　　き

水　　深長　　さ

4.5 m2

深　　さ

総　容　量

16.3ｍ8.9ｍ

φ800

59ｍ

8.1 90,8721,044 180 117.8

φ600

31ｍ

計

2,470ｍ2,470ｍ

380 ㎥ 

計画ろ
過速度

幅
総ろ過
面積

ろ床厚総　深
年最大

2.737 ｍ

令和3年度
日平均

ろ過水量

長　　さ

860 ㎥

１　　　　　池　　　　　に　　　　　つ　　　　　き

合計
重複部

DSPφ900
～128ｍ

場内配管
DKPφ1,000～46ｍ
DKPφ900～10ｍ
DKPφ700～35ｍ

DKPφ700～2,334ｍ
DSPφ700～46ｍ

DSPφ900～2,786ｍ
DSPφ700～3ｍ

深    さ

11.5 m 2.564 m

総 容 量

3,298ｍ

336ｍ

291ｍ

容　　量

長　　　　　　　さ幅

10ｍ

280 ㎥140 ㎥

6,085ｍ

2,280 ㎥

 　780 ㎥

6

ＤＫＰ 172ｍ 25ｍ 201ｍ4ｍ

63ｍ

池　　　数

21 ｍ1

56ｍ

池　　　数
1　　　　　池　　　　　に　　　　　つ　　　　　き

幅 容　　　　　　量

4.124 ｍ

深    さ長　　　　　　　さ
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  　　　コ　計装設備　

種類 　　　名　　　　　　　称 台数

CRT監視制御装置 ３台

CRT監視装置 １台

保守用ワークステーション １台

帳票用ＰＣ ２台

カラーハードコピー用プリンタ １台

メンテナンス用プリンタ １台

帳票用プリンター １台

Ａ　Ｍ　盤 ７面

計　器　盤 ７面

Ｔ　Ｍ　盤 ２面

濁度計 ９台

ｐＨ計 ４台

アルカリ度計 １台

残留塩素計 ６台

水温計 １台

電気伝導度計 ３台 原水、浄水、No.４配水池（No.５配水に変更可能）

UV計(有機物汚濁物質測定装置) １台 原水

２９台

１３台

損失水頭計 １２台 １系ろ過池×６、２系ろ過池×６

圧力計 ３台 藻岩導水圧×２、白川流入水圧

開度計 ３台 藻岩取水調節弁、逆流洗浄水調節弁、白川流入水調節弁

薬品液位計 １３台

薬品重量計 ４台 消石灰×４

外気温計 １台

６台 沈澱池×６

藻岩取水 １台 取水口

山鼻取水 ２台 取水口、バイオアッセイ

沈澱池 ２台 No.2 沈澱池、No.5 沈澱池

オーダーモニタ ３台 原水、沈澱水、配水

バイオアッセイ １台 原水監視用（ｾﾝｻｰ付）

６面

入出力装置盤

ポリ塩化アルミニウム、消石灰、次亜塩素酸ナトリウム、
活性炭、１系ろ過池、２系ろ過池、PAC/次亜貯蔵槽

取水・受変電・沈でん池×１、浄水×２、１系ろ過池×２、２系
ろ過池×２

原水

原水

取水・受変電・沈でん池、場外・浄水・排水・水力、
薬注、1系ろ過池、2系ろ過池、広域通信

１・２系ろ過水、白川流入水、浄水、No.１・６配水池、
No.４配水池（No.５配水池に変更可能）

主記憶容量　8.00GB　OS　Windows7 Professional

主記憶容量　4.00GB　OS　Windows7 Professional　HDD　931GB

制御用電子計算機によるＤＤＣ方式 　　シ　　ス　　テ　　ム

その他

Ｉ
Ｔ
Ｖ

情
報
系

流量計

原水、消石灰注入後、凝集水、浄水

仕　　様　　等

主記憶容量　8.00GB　OS　Windows7 Professional

取水×3、ろ過水×12、表面洗浄水、逆流洗浄水、
揚水、場内使用水×2、白川流入水、幹線×2、薬品×6

着水井、沈澱池×２、ろ過池×２、浄水井、高架水槽、配水池×６

主記憶容量　8.00GB　OS　Windows Server 2008 R2　HDD　930GB

取水・受変電・沈でん池×３、場外・水力×２、薬注×１、
１系ろ過池×２、２系ろ過池×２、浄水×１、浄水リモート×
１、広域通信×１

原水、沈澱水×２、ろ過水（１・２系総合、他４台）×６

ポリ塩化アルミニウム×６、次亜塩素酸ナトリウム×５、
活性炭×２

１３面

　　界面計

計
算
機
設
備

制
御
系

制御装置盤

そ
の
他
計
器
類

水位計

盤
　
類

水
質
計
器
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（５）水力発電施設

　　　ア　発電装置　
内 容

 発電方式 水道用水従属発電 水路式

 発電機 三相交流誘導発電機、横軸カゴ型自己通風式

 最大出力 400kW、電圧 6,600V、周波数50Hz、回転数750rpm

 基準取水水位 145.87m(北電発電水槽)

 放水位 85.839m(藻岩浄水場着水井)

 有効落差 45.52m、使用水量 1.057m3/s
 水車 横軸単輪単流渦巻フランシス水車(電動式調速機)

 バイパス弁 ダブルニードル弁 φ600mm

 流量計 電磁流量計 φ700mm

　　　イ　電気設備（１）　
内 容

 真空しゃ断器、定格電圧7.2kV 定格電流600A

 真空しゃ断器、定格電圧7.2kV 定格電流600A

 力率改善用コンデンサ 160kVar SR 9.57kVA

 真空しゃ断器、定格電圧7.2kV 定格電流600A

  3φ3W 30kVA   6.6kV/210V

 タッチパネル２面他

 地絡過電流継電器、地絡方向継電器他

 現場制御装置

 現場制御装置

 所内電源盤

 整流器出力 113.7V 50A　 制御弁式据置鉛蓄電池 150Ah 51セル

　　　ウ　電気設備（２）　
内 容

 補機用２台

 精密級電力量計

 屋外用エポキシレジンモールド式鉄箱形

 三相、0.5W級、6,600 /110V、200A

　　　エ　計装設備　
内 容

 遠隔監視制御装置（親局）１台（転送遮断、専用回線）

 水発取水流量１、バイパス弁開度計１、水発取水圧力計１

 出力信号４～20ｍＡ（０～4,500 ㎥/H）

　　　オ　機械設備　　　　
名 称 内 容

 水中用0.25kW φ40×100L/min×5m
 ホイストクレーン7.09kW 吊り上げ重量5ton

計 器 用 変 圧 変 流 器 1

1

水 車 制 御 盤

直 流 電 源 盤

所 内 盤

コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー 盤 2

電 力 需 要 用 複 合 計 器 1

1

発 電 機 ・ 水 車 1

受 電 用 キ ュ ー ビ ク ル 1

発 電 機 用 キ ュ ー ビ ク ル 1

名 称

キ ュ ー ビ ク ル

名 称 数量（台）

数量（台）

力 率 改 善 コ ン デ ン サ 用

1

1

発 電 機 制 御 盤 1

発 電 機 継 電 器 盤

所内変圧器用キュービクル

1

名 称 数量（台）

電 動 サ ー ボ 制 御 盤

1

1

＊注、上記ア・イ施設は、ほくでんエコエナジー㈱の所有である（流量計、バイパス弁、ダブルニードル弁除く）

名 称 数量（台）

ホ イ ス ト 2

計 装 盤 1

電 磁 流 量 計 1

数量（台）
排 水 ポ ン プ 1
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５－３　西野浄水場　　　

　（１）取水施設（発寒川取水場）

　　　ア　発寒川取水堰

令和3年度　日平均取水量

133㎥／日

土砂吐ゲート

　　　イ　取　水　門

 　　　取水口幅3ｍ、取水ゲート：鋼製、幅 3.0ｍ×高さ 1.4ｍ　1門

　　　ウ　除　藻　機

 　　　2門、スライドゲート方式、純径間 3.0ｍ×扉高 1.0ｍ×揚程 2.1ｍ

 　　　スピンドル2連巻上式

　　　エ　沈　砂　池

幅

3　ｍ

　　　オ　ポ ン プ 井

 　　　容　量　　　230㎥　　2池　（旧池90㎥＋新池140㎥）

　（２）導水施設

　　　ア　発寒川取水場

導 水 ポ ン プ  φ150  、揚程 120ｍ、揚水量2.82㎥／min、90kW  4台

真 空 ポ ン プ  φ20  、最大風量0.35㎥／min、真空度80kPa、 0.75kW　2台

軸 封 水 ポ ン プ  φ40  、揚程25ｍ、吐出量0.1㎥／min、1.5kW   2台

 鋼板製閉鎖型受電盤6.6kW 1面、変圧器３φ750ＫＶＡ1台、変圧器３φ50ＫＶＡ1台

 現場操作盤4面、テレコン設備

ブ ロ ワ ー 設 備  φ125  、吐出風量10.5㎥／min 、風圧 3,000mmAq  11kW　1台

検 水 ポ ン プ  φ40 、揚程 22ｍ、吐出量0.06㎥／min、1.5kW  1台

検水水中ポンプ  φ50 、揚程 9ｍ、吐出量0.07㎥／min、 0.4kW  1台

　　　イ　導　水　管  ※1

管名称 延長

2,682.7 ｍ ※H29～R2年度施工

26.9 ｍ 　西野導水管耐震改修工事

小計 2,710 ｍ 　その1～その10、西野川横断水管橋工区

DNSP　φ400 89.28 ｍ ※H31年度～施工中

DNSP　φ500 2.96 ｍ 　西野浄水場ほか耐震改修工事

小計 92 ｍ

46.02 ｍ

0.85 ｍ

小計 47 ｍ
管延長合計 2,849 ｍ

※1　R2年度に新導水管の更新が終了し、R3年度からは導水管(φ400）の１条運転となる。

琴似発寒川表流水 札幌市西区西野 自　然　流　下 16,200㎥／日

水　　　　　源  　位　　　　　置  　取　水　方　式  計 画 取 水 量

2 10　ｍ 2.8　ｍ 170　㎥

型　　　　　　式 堰　　　　　高 堰　　　　　長

コンクリート重力式 2.5ｍ 43.74ｍ(うち土砂吐部5m)  鋼製、幅5ｍ×高さ 1.4ｍ　1門

池　　　　　数 長　　　　　さ 水　　　　　深 容　　　　　量

DNSP　φ400
導水管 SUS 400A

電 気 設 備 計 装  電源切換盤1面、コントロールセンター形配電盤9面、ディーゼル発電機500ＫＶＡ- 415Ｖ1台

規格 備考

DNSP　φ450

DNSP　φ400

浄水場内
導水管

取水場内
導水管
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　　　キ　薬品注入設備（西野浄水場） 

貯 蔵 槽 2  　　　　   8.0㎥  幅1.7m×長2.2m×深2.5m＝9.35㎥、ＦＲＰ（t=12)

定 水 位 槽 1  　　　　   0.17㎥  幅0.5m×長0.5m×深0.5m＝ 0.125㎥、ＦＲＰ製角型槽

ﾌﾞﾗｼﾚｽﾓｰﾀ駆動ダイヤフラムポンプ　

 110W　ブラシレスＤＣモータ

移 送 ポ ン プ 2  　　　 100 L/min  ノンシールポンプ、1.5kW、 1.6kW

溶 解 槽 2  　　　　　 5.0㎥  幅1.6m×長2.1m×深1.8m＝ 6.05㎥、ＦＲＰ（t=12)

定 水 位 槽 1  　　　　　 0.1㎥  幅0.5m×長0.5m×深0.5m＝ 0.125㎥、ＦＲＰ（t=12)

 シングルダイヤフラム定量ポンプ　

 0.2ｋｗ　インバーターモーター

攪 拌 機 2  0.75kW

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱー 1   幅0.4m×長3.0m  1.0kW

 幅0.5m×長1.02m×深0.4m＝0.204 ㎥

ＨＩ－ＰＶＣ（内面)　ＦＲＰ（外面）

 幅0.40m×長0.27m×深0.40m＝0.043 ㎥

ＨＩ－ＰＶＣ（内面)　ＦＲＰ（外面）

 0.4kW 内接ギヤポンプ

全閉外扇　ＩＮＶ用定トルクモータ

 0.4kW 内接ギヤポンプ

全閉外扇　ＩＮＶ用定トルクモータ

溶解槽 2連  　　　　　8㎥  幅2.0m×長3.1（1.55m×2連）×深2.2m　ＦＲＰ（t=12)

混合槽 1  　　0.30㎥  幅1.15m×長0.7m×深0.6m＝  0.48㎥、ＳＵＳ

注入ポンプ 2  0.73～3.02 L/min  0.2kW

攪拌機 2 0.75kW

集塵機 1  　　　　10㎥/min  0.75kW、真空度170mmAq

電動ホイスト 2  　　　　　 250kg  0.45kW　揚程9ｍと6m

 0.003～
0.03 L/min

後塩
混合槽

1

 径1.5m×深1.8m ＝3.179㎥、
 ＰＶＣ（内面）、ＦＲＰ（外面）

中塩
混合槽

1 0.078㎥

貯 蔵 槽 2  　　　　　2.5㎥

活　性　炭

次亜塩素酸
ナトリウム

ソーダ灰 注 入 ポ ン プ 2

後塩
注入ポンプ

1

 0.115～
4.95 L/min

0.036㎥

中塩
注入ポンプ

2
 0.016～

0.266 L/min

内　　　　　　　　　　　　　　　容

ポリ塩化
アルミニウム 注 入 ポ ン プ 2

薬　品　名 名　　称
数　　量

(台又は槽)
有　効　容　量

（揚液量）

 0.2～
150 L/H
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　　　ケ　機械設備（西野浄水場） 注：　数量の（　）内は予備で内数

数  量 揚　　程

(台) （ｍ）

2(1) 25

2(1) 10

2(1)  風量 1.7㎥／min、最大真空度600mmHg

2組 28 給水ポンプユニットのため単位を組としている

6  （40mm）原水

6  （25mm）ﾌﾛｯｸ形成水、沈でん水、ポンプ井水

10  （32mm）配水池水

6  （32mm）ろ過水

2  0.75kW  インバータ可変（堅型)、回転数 1.28 ～6.40rpm

2  0.75kW  インバータ可変（堅型)、回転数 1.10 ～5.48rpm

4  0.4kW 　インバータ可変（堅型)、回転数 0.62 ～3.12rpm

ウノ式、配列3段3列、幅 1.0ｍ×長 1.0ｍ×厚1mm

ピッチ100mm,　傾斜面60°

2(1)  400 L/min,  8.5kgf／cm2、 3.7kW

　　　コ　電気設備（西野浄水場）

 架空１回線（山の手変電所）

 6.6kV、単位閉鎖形垂直自立盤（Ｄ級）

 乾式自冷変圧器、中性点直接接地

 3φ250ＫＶＡ　1台（6,600V／415V）

 3φ 50ＫＶＡ　1台（415V／210V／105V）

 ボイラー1、フロキュレータ4、薬注盤6、

自 家 発 電  3φ　415V　 100ＫＶＡ

自 家 発 電  490ℓ 鋼板製

 3相全波整流、自動電圧調整装置付

 100V100ＡＨ長寿命型制御弁式鉛蓄電池（制御用）

  24V150ＡＨ長寿命型制御弁式鉛蓄電池（自家発用）

受 電 盤

変 圧 器

名　　　　　　　　　　称

受 変 電

受 電 方 式

コ ン プ レ ッ サ ー

4

名　　　　　　　称 内　　　　　　　　　　　　　容
（kW) (㎥／min)

出　力 揚　水　量

 　 35 L/min

0.4  　 46 L/min

0.4

沈 で ん 池 洗 浄 ポ ン プ

表 面 洗 浄 ポ ン プ

真 空 ポ ン プ

検 水 ポ ン プ

逆 流 洗 浄 ポ ン プ

フ ロ キ ュ レ ー タ

沈 降 傾 斜 板

5.5 0.5

30

3.7

4

45 18

6

0.75     95 L/min

0.2  　 24 L/min

直 流 電 源 装 置

配 電
配 電 盤

主 要 現 場 操 作 盤

ディーゼル発電機

燃 料 貯 蔵 タ ン ク

 コントロールセンター型

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

1

2

数量 (台)

2

21

11

1

1
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　（６）排水処理施設

　　　ア　排　水　池

　　　イ　排水調整池

　　　ウ　排　泥　池

　　　エ　天日乾燥床

　　　オ　機械設備（排水処理施設）

揚　　　　程

25ｍ

　　　カ　電気設備（排水処理施設）

 浄水場よりケーブルにて受電 400Ｖ

 415Ｖ／210、105Ｖ    15ＫＶＡ （耐震工事で更新中）

配 電  コントロールセンター形

　　　キ　計装設備（排水処理施設）

 0 － 150 ㎥／Ｈ φ 200

 排　　泥　　池

 排　　水　　池

内　　　　　　　　　　　　　　　容

フ ロ ー ト 式 水 位 計 1

超 音 波 水 位 計 1

電 磁 流 量 計 1

名　　　　　　　　　　　称 数　量（台）

受 変 電
受 電 方 式

変 圧 器 1

現 場 動 力 配 電 盤 4

名　　　　　　　　　　　称 数　量（台） 内　　　　　　　　　　　　　　　容

除 湿 器 2　　　台 4.1L/H、2.2kW　　6.8L/H、2.8kW

送 泥 ポ ン プ 2 （1）台 18.5kw 1.7 ㎥／min

注：　 数量の（　）内は予備で内数

名　　　　称 数　　　　　量 出　　　　　力 揚　　水　　量

１　　　　　　　　池 容　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　   200 ㎥

３　　　　　　　　床 総　　　面　　　積　　　　　　　　　　　　　　  　　3,000 ㎡

容　　　　量

1 6 ｍ 6 ｍ 3 ｍ 108 ㎥

池　　　数 幅 長　　　さ 水　　　深

容　　　　量

1 18 ｍ 12 ｍ 2.5 ｍ 540 ㎥

池　　　数 幅 長　　　さ 水　　　深
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６．浄･送・配水施設運営状況

 (１）水量水質関係　

　配水センター関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R3.6.1 平岸配水池　No.3池充水作業 白川第３送水管通水作業関連のため

R3.6.4 西部配水池　No.1池休止 耐震改修工事のため

R3.7.1,6,13 北ノ沢第２配水池　池清掃

R3.7.5、12 曙ポンプ場　No.1、２池休止 耐震診断調査のため

R3.7.16、2、26、29 平岡ポンプ場　池清掃

R3.8.3～12.1、3 宮の森高台配水池　No.2池休止 上屋改修工事のため

R3.8.18～9.3 曙ポンプ場　No.２池休止 ポンプ井流入・ポンプ吸込み弁更新のため

R3.8.23～25 伏見高台配水池 残塩対策による運用池切替

R3.10.19
曙ポンプ場　流入管切替
（下手稲通幹線→前田幹線）

R3.11.16～19 常盤高台配水池　池清掃

R3.12.1 藻岩下第２配水池　池清掃

R3.12.20
北ノ沢第１ポンプ場　流入管切替
（硬石山配水池→白川第３送水管）

　藻岩浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R3.10.18～22 藻岩浄水場浄水処理停止 白川浄水場バックアップ能力調査のため

R3.11.8～10 藻岩浄水場浄水処理停止 藻岩発電所導水路内部点検のため

R3.10.15～11.18 水力発電停止（10/15 16：08～ 11/18 16：13） 上記作業および水力発電塵芥除去作業のため

R4.1.14～17 水力発電停止（1/14 16：10～ 1/17 14：28） 場内電気設備点検のため

R4.1.31～2.7 水力発電停止（1/31 10：07～ 2/7 14：38） 計装設備点検および自家発電設備試験のため

　白川浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R03.9.7 白川浄水場高圧配電設備保守点検業務
第３浄水場浄水処理停止（13:30～16:30）
配水池及び浄水池事前貯留にて対応

R03.9.22 白川浄水場高圧配電設備保守点検業務
第１浄水場浄水処理停止（10:00～14:00）
配水池及び浄水池事前貯留にて対応

R04.3.1 白川第１浄水場ほか低圧電気設備更新工事
第１浄水場浄水処理停止（9:30～15:30）
配水池及び浄水池事前貯留にて対応
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 (２）工事、調査関係　

　配水センター関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

H31.2.27～
（R4予定）

平岸配水池水力発電設備新設工事

R2.4.22～
R2.12.17

配水センター空調衛生設備更新工事

R1.5.22～
R4.1.28

豊滝ポンプ場・配水池耐震改修工事

R2.4.27～
R2.6.30

清田配水池№4池清掃業務

R2.5.13～
R3.3.19

芸術の森ポンプ場ほか受配電・自家発電設備更新工事 芸術の森ポンプ場、芸術の森高台配水池

R2.5.20～
R2.12.15

配水センター電灯設備ほか更新工事

R2.5.27～
R3.1.21

曙ポンプ場自家発電棟新設工事

R2.6.3～
R3.2.27

石山東配水池改修工事

R2.6.3～
R2.10.30

里塚配水池ほか上屋改修工事 里塚配水池、有明配水池

R2.6.10～
R4.3.16

曙ポンプ場受配電・自家発電設備更新工事

R2.6.10～
R3.3.19

芸術の森ポンプ場ほか通信設備更新工事
芸術の森ポンプ場、芸術の森高台配水池、配水センター計算
機室

R2.6.17～
R3.1.12

西岡高台配水池ほか1施設上屋改修工事 西岡高台配水池、常盤高台配水池

R2.6.17～
R3.1.27

真駒内配水池ほか1施設直流電源設備更新工事 真駒内配水池、常盤高台配水池

R2.7.8～
R4.3.16

曙ポンプ場ポンプ・流入弁設備更新工事

R2.7.22～
R3.6.16

生活基盤施設耐震化等交付金事業
里塚配水池緊急遮断弁整備工事

R2.7.15～
R4.1.28

豊滝ポンプ場・配水池ほかポンプ設備更新工事

R2.8.3～
R3.2.28

豊滝ポンプ場配水池計装設備ほか更新工事

R2.8.26～
R4.3.18

宮の森ポンプ場ほか受配電・自家発電設備更新工事 宮の森ポンプ場、大倉山配水池

R2.9.9～
R2.12.7

曙ポンプ場現況測量業務

R2.9.9～
R3.1.6

曙ポンプ場土質調査業務

R2.9.15～
R2.12.15

旭山配水池清掃業務

R2.10.5～
R3.3.23

白川第2送水管豊平川横断部護床連結ブロック整備工
事その1

R2.11.12～
R3.1.15

伏見ポンプ場ポンプ井清掃業務（ロボット） 北ノ沢第1ポンプ場ポンプ井

R2.11.25～
R4.3.4

曙ポンプ場ほか計装・通信設備更新工事 手稲本町ポンプ場、宮町浄水場、配水センター

R3.2.24～
R4.3.18

宮の森ポンプ場ほか計装・通信設備更新工事 大倉山配水池、配水センター

　藻岩浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R3.5.19 藻岩浄水場汚水管閉塞調査業務 汚水管の詰まりの原因調査

R3.7.12～
　R3.8.5

藻岩浄水場次亜塩貯蔵槽調査点検業務
No.1・２次亜塩貯蔵槽の目視検査およびピンホール検査
No.2次亜塩貯蔵槽のピンホール発生部補修

R3.7.19～
　R4.3.3

藻岩浄水場ろ過池コントロール弁整備修繕 No.1,3,6,7,9,12ろ過池コントロール弁の工場分解整備

R3.9.6～
　R3.11.22

藻岩浄水場高圧電気予備引込設備接地抵抗修繕
高圧電気予備引込設備柱上気中開閉器のＡ種接地抵抗値の
回復

R3.10.4～
　R3.10.29

藻岩浄水場汚水管折損復旧修繕 汚水管折損箇所の交換

R3.11.15～
　R3.11.22

藻岩浄水場脱水ろ液管修繕 脱水ろ液管の経年劣化した配管・バルブ類の取替え

　西野浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R1.7.17～ 浄水処理停止 耐震改修工事

R4.3.29 浄水処理実施（10:00～13:20） 試運転

　宮町浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R4.1.18 浄水処理停止（9:20～10:20） 直流電源設備整備修繕

R4.1.21 浄水処理停止（9:20～10:30） 直流電源設備整備修繕

R4.3.3 浄水処理停止（9:00～17:00） 電気設備点検

　定山渓浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R3.7.7 浄水処理停止(13：00～15：00） 着水井及び混和池清掃

R3.10.5 浄水処理停止(10:30～18:10） 高低圧電気設備保守点検業務
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 (２）工事、調査関係　

　配水センター関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

H31.2.27～
（R4予定）

平岸配水池水力発電設備新設工事

R2.4.22～
R2.12.17

配水センター空調衛生設備更新工事

R1.5.22～
R4.1.28

豊滝ポンプ場・配水池耐震改修工事

R2.4.27～
R2.6.30

清田配水池№4池清掃業務

R2.5.13～
R3.3.19

芸術の森ポンプ場ほか受配電・自家発電設備更新工事 芸術の森ポンプ場、芸術の森高台配水池

R2.5.20～
R2.12.15

配水センター電灯設備ほか更新工事

R2.5.27～
R3.1.21

曙ポンプ場自家発電棟新設工事

R2.6.3～
R3.2.27

石山東配水池改修工事

R2.6.3～
R2.10.30

里塚配水池ほか上屋改修工事 里塚配水池、有明配水池

R2.6.10～
R4.3.16

曙ポンプ場受配電・自家発電設備更新工事

R2.6.10～
R3.3.19

芸術の森ポンプ場ほか通信設備更新工事
芸術の森ポンプ場、芸術の森高台配水池、配水センター計算
機室

R2.6.17～
R3.1.12

西岡高台配水池ほか1施設上屋改修工事 西岡高台配水池、常盤高台配水池

R2.6.17～
R3.1.27

真駒内配水池ほか1施設直流電源設備更新工事 真駒内配水池、常盤高台配水池

R2.7.8～
R4.3.16

曙ポンプ場ポンプ・流入弁設備更新工事

R2.7.22～
R3.6.16

生活基盤施設耐震化等交付金事業
里塚配水池緊急遮断弁整備工事

R2.7.15～
R4.1.28

豊滝ポンプ場・配水池ほかポンプ設備更新工事

R2.8.3～
R3.2.28

豊滝ポンプ場配水池計装設備ほか更新工事

R2.8.26～
R4.3.18

宮の森ポンプ場ほか受配電・自家発電設備更新工事 宮の森ポンプ場、大倉山配水池

R2.9.9～
R2.12.7

曙ポンプ場現況測量業務

R2.9.9～
R3.1.6

曙ポンプ場土質調査業務

R2.9.15～
R2.12.15

旭山配水池清掃業務

R2.10.5～
R3.3.23

白川第2送水管豊平川横断部護床連結ブロック整備工
事その1

R2.11.12～
R3.1.15

伏見ポンプ場ポンプ井清掃業務（ロボット） 北ノ沢第1ポンプ場ポンプ井

R2.11.25～
R4.3.4

曙ポンプ場ほか計装・通信設備更新工事 手稲本町ポンプ場、宮町浄水場、配水センター

R3.2.24～
R4.3.18

宮の森ポンプ場ほか計装・通信設備更新工事 大倉山配水池、配水センター

　藻岩浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R3.5.19 藻岩浄水場汚水管閉塞調査業務 汚水管の詰まりの原因調査

R3.7.12～
　R3.8.5

藻岩浄水場次亜塩貯蔵槽調査点検業務
No.1・２次亜塩貯蔵槽の目視検査およびピンホール検査
No.2次亜塩貯蔵槽のピンホール発生部補修

R3.7.19～
　R4.3.3

藻岩浄水場ろ過池コントロール弁整備修繕 No.1,3,6,7,9,12ろ過池コントロール弁の工場分解整備

R3.9.6～
　R3.11.22

藻岩浄水場高圧電気予備引込設備接地抵抗修繕
高圧電気予備引込設備柱上気中開閉器のＡ種接地抵抗値の
回復

R3.10.4～
　R3.10.29

藻岩浄水場汚水管折損復旧修繕 汚水管折損箇所の交換

R3.11.15～
　R3.11.22

藻岩浄水場脱水ろ液管修繕 脱水ろ液管の経年劣化した配管・バルブ類の取替え

　西野浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R1.7.17～ 浄水処理停止 耐震改修工事

R4.3.29 浄水処理実施（10:00～13:20） 試運転

　宮町浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R4.1.18 浄水処理停止（9:20～10:20） 直流電源設備整備修繕

R4.1.21 浄水処理停止（9:20～10:30） 直流電源設備整備修繕

R4.3.3 浄水処理停止（9:00～17:00） 電気設備点検

　定山渓浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R3.7.7 浄水処理停止(13：00～15：00） 着水井及び混和池清掃

R3.10.5 浄水処理停止(10:30～18:10） 高低圧電気設備保守点検業務
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Ⅳ　浄水統計

１．各種水量調

（１）浄水場合計 （単位：㎥）

項目

月別 水　　量
対

前年比
最大日 日最大値 最小日 日最小値 日平均値

4 15,785,320 16,080,955 16,053,173 15,864,070 102.2 11 日 550,030 30 日 508,300 528,802

5 16,101,760 16,411,790 16,390,862 16,158,630 99.9 18 日 540,280 3 日 499,340 521,246

6 15,955,240 16,267,864 16,244,420 15,983,200 101.5 13 日 561,390 4 日 499,380 532,773

7 16,932,290 17,269,060 17,243,331 16,921,070 102.1 19 日 578,560 5 日 514,690 545,841

8 16,489,620 16,844,818 16,820,350 16,475,860 100.3 1 日 566,580 14 日 495,780 531,479

9 15,686,010 16,025,697 15,999,582 15,679,820 99.9 2 日 534,350 18 日 501,780 522,661

10 16,273,660 16,666,551 16,617,426 16,213,850 101.2 24 日 537,890 2 日 507,830 523,027

11 15,569,960 15,906,350 15,875,646 15,535,260 100.3 28 日 531,350 2 日 500,330 517,842

12 16,326,150 16,683,021 16,651,778 16,305,620 100.0 31 日 567,560 17 日 509,660 525,988

1 16,168,760 16,527,517 16,490,024 16,099,040 101.4 23 日 538,470 1 日 455,590 519,324

2 14,568,620 14,901,244 14,864,411 14,542,640 95.6 27 日 534,830 22 日 499,220 519,380

3 16,209,760 16,551,081 16,513,041 16,213,620 100.8 6 日 538,100 20 日 509,870 523,020

合　計 192,067,150 196,135,948 195,764,044 191,992,680 100.5

月平均 16,005,596 16,344,662 16,313,670 15,999,390 100.5

日平均 526,211 537,359 536,340 526,007 100.7

配　  　　　　　　　　 水    　　  　　　　　　量

 取水量  原水量  ろ過水量

　藻岩浄水場関連

R4.1.31～
　R4.2.7

藻岩浄水場自家発設備整備修繕 経年劣化部品の交換

R4.2.15～
　R4.3.23

藻岩浄水場脱水機設備整備修繕 経年劣化部品の交換

R4.2.21 藻岩浄水場排水処理棟高圧配電盤修繕 真空遮断器の交換

R4.2.28～
　R4.3.2

藻岩浄水場設備棟給湯配管修繕 給湯配管および保温材の交換

R4.3.14 藻岩浄水場浄水井高圧配電盤修繕 高圧真空接触器（三菱電機㈱製）の動作回数計の交換

R4.3.23 藻岩浄水場フロキュレータNo.3-1減速機整備修繕 サイクロ減速機交換

　白川浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R3.4.21～R4.3.19 白川第1浄水場ほか低圧配電設備更新工事 白川第1浄水場および自家発棟の低圧配電設備の更新工事

R3.4.28～
 　R4.12.13

白川浄水場天日乾燥床（B-3・E-5床）ほか改修工事 天日乾燥床（B-3・E-5床）の集水管や躯体の改修工事

R3.4.28～
 　R4.1.22

白川第２浄水場天井ほか改修工事 第２浄水場天井の改修工事

R3.5.12～
 　R4.5.31

白川浄水場擁壁改修工事 市道に面した擁壁の改修工事

R3.5.26～
 　R3.12.21

白川中央管理棟ほか浸水対策工事 中央管理棟の浸水対策工事

R3.5.26～
 　R3.12.21

白川中央管理棟屋根防水ほか改修工事 中央管理棟屋上の屋根防水工事

R3.6.30～R4.3.11 白川自家発電機棟燃料タンク増設工事 自家発用の地下燃料タンク30kLの増設工事

R3.7.27～9.10
R3.11.15～12.15
R4.1.19～3.3

３系全ろ過池調査
（３系全池、１系15,16号池）

砂層厚・洗浄膨張率等の調査

R3.9.24～
　 R3.10.12

白川浄水場№１沈砂池スラッジ搬出業務 №１沈砂池スラッジ搬出

R4.2.7～2.16
R4.3.7～3.16

１、３系処理能力調査 冬期における最大処理水量の調査

　西野浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R1.6.5～R4.2.28
西野浄水場生活基盤施設耐震化等交付金事業
西野浄水場ほか耐震改修工事

浄水場・取水場の耐震改修

R1.6.19～R3.5.8 西野浄水場ろ過池整備工事 ろ過池の改修

R1.5.15～R3.9.30 西野浄水場沈殿池設備更新工事 沈殿池の改修

R1.7.10～R3.5.29 西野浄水場ろ過池洗浄設備ほか更新工事 ろ過池洗浄設備の改修

R1.7.3～R3.5.7 西野浄水場計装設備工事 計装設備の改修

R1.7.3～R3.5.7 西野浄水場受配電設備ほか更新工事 受配電設備の改修

R1.7.24～R3.5.13 西野浄水場薬品注入設備更新工事 薬品注入設備の改修

　宮町浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

- - -

　定山渓浄水場関連

年　月　日 事　　　　　項 備　　　　　　　　　考

R3.11.10～R4.3.9 定山渓取水場高圧引込柱移設工事 高圧引込柱の移設
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